
一
三
〇

１

　

筆
者
は
、
先
年
、
成
尋
の
『
日
記
』、『
参
天
台
五
台
山
記
』
全
八
巻
（
一
〇
七
二

年
三
月
十
五
日
|
一
〇
七
三
年
六
月
十
二
日
）
に
包
摂
さ
れ
る
豊
富
な
情
報
量
の
う
ち
、

金
銭
出
納
（
銅
銭
二
三
〇
例①
）・
人
物
群
像
（
二
〇
五
四
名②
）
を
取
り
上
げ
、
大
ま
か

な
集
約
を
試
み
た
。
成
尋
『
日
記
』
の
傑
出
し
た
情
報
量
は
、
何
よ
り
も
先
ず
、
成

尋
個
人
の
圧
倒
的
な
筆
力
に
起
因
す
る
が
、
情
報
の
質
・
精
度
を
彌
が
上
に
も
高
め

て
い
る
の
は
、
途
中
か
ら
生
じ
た
宋
朝
と
の
公
的
関
係
で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
多

彩
な
『
日
記
』
登
場
人
物
の
う
ち
、開
封
上
京
途
上
の
南
京
応
天
府
で
記
さ
れ
る
（
伝

聞
の
み
？
）「
楊
侍
読
」（
一
〇
七
二
年
十
月
五
日
〈
巻
三
〉）
と
は
、
翰
林
学
士
・
御
史

中
丞
と
し
て
新
法
を
批
判
、
当
地
に
転
出
し
て
い
た
楊
繪
で
あ
り③

、
又
、
上
京
前
、

台
州
の
国
清
寺
廨
院
に
成
尋
を
訪
ね
、
仏
教
教
学
に
関
す
る
五
問
を
発
し
た
明
州
の

挙
人
姚
孳
（
同
年
閏
七
月
二
十
日
〈
巻
二
〉）
と
は
、
熙
寧
九
（
一
〇
七
六
）
年
の
進
士

そ
の
人
で
あ
ろ
う④

。

　

当
『
日
記
』
を
め
ぐ
る
研
究
状
況
は
、
研
究
の
主
導
者
、
藤
善
眞
澄
氏
に
よ
っ
て
、

『
参
天
台
五
臺
山
記
』
研
究
篇
（
論
考
20
篇
を
収
録⑤
）・
同
訳
注
篇
上
（
巻
四
〈
一
〇
七
二

年
十
月
三
十
日
〉
ま
で
収
録⑥
）
が
上
梓
さ
れ
、一
気
に
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る⑦

。
筆
者
は
、

藤
善
氏
最
新
訳
注
書
に
接
し
、
自
ら
の
初
歩
的
ミ
ス
に
愕
然
と
す
る
こ
と
屢
々
で

あ
っ
た
が
、
今
は
覚
書
に
留
め
、
全
面
的
補
訂
は
他
日
を
期
す
こ
と
に
し
た
い⑧

。
本

稿
で
は
、
こ
の
稀
有
な
、
一
年
と
三
ヶ
月
、
四
六
八
日
間
に
亙
る
ほ
ぼ
完
全
な
逐
日

日
誌
に
立
ち
現
わ
れ
た
、「
宋
代
の
日
常
性⑨

」
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

２

　

円
仁
・
成
尋
両
『
日
記
』
共
に
、
出
航
後
、
中
国
沿
海
の
風
景
に
登
場
す
る
の
は
、

鷺
・
浜
雀
の
鳥
た
ち
で
あ
る
（『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
八
三
八
年
六
月
二
十
七
・
二
十
八

日
〈
巻
一
〉、
一
〇
七
二
年
三
月
二
十
二
|
二
十
四
日
〈
巻
一
〉）。
そ
し
て
、
上
陸
後
、
円

仁
の
記
す
動
物
は
、
蚊
虻
（
八
三
八
年
七
月
十
三
・
十
八
・
二
十
一
日
〈
巻
一
〉、
八
四
五
年

八
月
十
六
日
〈
巻
四
〉）・
水
牛
（
八
三
八
年
七
月
十
八
|
二
十
二
日
）・
鶏
（
十
九
日
）・

白
鵞
白
鴨
及
び
飼
育
水
鳥
（
二
十
二
・
二
十
三
日
）・
驢
（
八
三
九
年
四
月
七
日
〈
巻
一
〉、

四
月
二
十
六
日
、
八
四
〇
年
三
月
六
日
、
四
月
十
一
・
二
十
三
日
、
五
月
一
日
〈
巻
二
〉、

八
四
五
年
五
月
、
六
月
二
十
三
日
〈
巻
四
〉）・
狐
（
八
三
九
年
五
月
二
十
六
日
〈
巻
二
〉）・

黒
鳥
（
六
月
五
日
）・
雁
（
十
月
十
日
）・
蝗
（
八
四
〇
年
一
月
二
十
一
日
、
三
月
二
・

二
十
五
日
、
四
月
二
十
四
・
二
十
五
日
〈
巻
二
〉、
八
月
十
・
十
六
日
〈
巻
三
〉）・
馬
（
八
三
八

年
九
月
二
十
三
日
、
十
一
月
八
日
〈
巻
一
〉、
八
三
九
年
四
月
二
十
六
日
〈
巻
二
〉、
八
四
〇

年
八
月
十
九
日
〈
巻
三
〉、
八
四
一
年
一
月
六
日
、
八
四
二
年
四
月
二
十
三
日
、
八
四
三
年
二

月
二
十
五
日
、
八
四
四
年
七
月
十
五
日
〈
巻
四
〉、
八
四
五
年
六
月
九
日
）・
狗
（
八
四
〇
年

四
月
五
・
二
十
三
日
〈
巻
二
〉）・
羊
（
八
四
〇
年
四
月
二
十
四
日
〈
巻
二
〉）
に
止
ま
る
が
、

成
尋
の
場
合
は
、
羊
（
一
〇
七
二
年
三
月
二
十
七
日
〈
巻
一
〉、
九
月
十
七
日
〈
巻
三
〉、

十
一
月
九
日
〈
巻
五
〉）・
鵞
鳥
（
四
月
六
日
〈
巻
一
〉、
一
〇
七
三
年
三
月
二
日
〈
巻
七
〉）・

兎
馬
（
一
〇
七
二
年
四
月
十
七
日
〈
巻
一
〉、
九
月
十
七
日
〈
巻
三
〉）・
牛
（
五
月
六
・
七
日

〈
巻
一
〉、
九
月
九
・
十
一
日
〈
巻
三
〉、
十
月
十
二
日
〈
巻
四
〉、
一
〇
七
三
年
五
月
六
・
八
・
十

日
、
六
月
六
・
七
日
〈
巻
八
〉）・
頸
白
き
鳥
（
一
〇
七
二
年
五
月
七
日
〈
巻
一
〉）・
か
さ
さ
ぎ鵲

鳥
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（
五
月
二
十
三
日
）・
移
動
用
の
馬
（
閏
七
月
十
一
日
〈
巻
一
〉
〜
一
〇
七
三
年
四
月
十
三

日
〈
巻
八
〉、
成
尋
の
初
騎
乗
は
九
月
十
日
、
四
月
二
日
は
西
蕃
献
上
馬
）・
ペ
ッ
ト
の
鸚

鵡
（
九
月
十
七
日
〈
巻
三
〉）・
鹿
（
九
月
十
七
・
二
十
一
日
）・
つ
が
い
の
鶴
（
二
十
一
日
）・

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
象
（
十
月
七
日
）・
駱
駝
（
十
一
月
九
・
十
七
日
〈
巻
五
〉）・
後
苑
の
鳧
・

雁
・
大
鶴
・
白
鵠
（
一
〇
七
三
年
三
月
二
・
三
日
〈
巻
七
〉）
等
の
賑
や
か
さ
で
、
鸚
鵡

に
関
す
る
「
大
き
さ
鳩
の
如
し
、
尾
の
長
さ
は
一
尺
、
觜
赤
く
足
赤
し
、
背
の
毛
は

青
く
処
々
に
白
斑
有
り
、
紫
の
毛
処
々
に
交
る
」
の
如
く
、
多
く
の
場
合
丁
寧
な
観

察
に
基
づ
く
解
説
が
付
く
。

　

季
節
を
彩
る
花
々
も
、
成
尋
の
記
す
、
後
苑
の
五
葉
紅
色
の
麗ひ

な
げ
し

春
華
・
八
重
黄
色

の
菖
蒲
（
三
月
九
日
〈
巻
七
〉）、
伝
法
院
の
白
い
木
香
花
・
赤
い
芍
薬
（
三
月

十
四
・
二
十
三
日
）
は
、
何
れ
も
明
る
く
瑞
々
し
い
。
円
仁
が
「
常
年
に
勝
れ
り
」
と

記
す
、
盂
蘭
盆
会
供
養
の
花
蠟
・
花

・
仮
花
・
菓
樹
に
、
進
行
中
の
廃
仏
に
対
す

る
、
長
安
民
衆
の
無
言
の
抵
抗
が
滲
み
出
す
の
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
（
八
四
四
年

七
月
十
五
日
〈
巻
四
〉）。

　

両
『
日
記
』
に
記
さ
れ
た
歳
時
習
俗
は
、
天
台
大
師
智
顗
忌
日
法
要
（
十
一
月

二
十
四
日
、
円
仁
〈
巻
一
〉・
成
尋
〈
巻
五
〉）
を
始
め
と
す
る
各
種
仏
教
行
事
（
十
二
月

八
日
の
国
忌
日
‥
円
仁
〈
巻
一
・
三
〉、
十
月
三
十
日
の
羅
漢
供
‥
成
尋
〈
巻
四
〉）
に
比
す

れ
ば
、
そ
れ
程
克
明
な
も
の
で
は
な
い
。
滞
唐
十
年
に
亙
る
円
仁
の
場
合
、
入
唐
直

後
よ
り
八
ヶ
月
近
く
を
過
ご
し
た
揚
州
で
体
験
す
る
、
冬
至
（
八
三
八
年
十
一
月

二
十
六
・
二
十
七
日
）・
大
晦
日
（
十
二
月
二
十
九
日
）・
上
元
（
八
三
九
年
一
月
十
五
|

十
七
日
〈
巻
一
〉）
の
習
俗
が
、
一
際
強
い
印
象
を
放
つ
の
は
已
む
を
得
な
い
所
で
あ

ろ
う
。
そ
の
上
元
燃
燈
の
俗⑩

に
つ
い
て
は
、
開
封
に
い
た
成
尋
も
触
れ
て
い
る

（
一
〇
七
三
年
一
月
十
三
| 

十
八
日
〈
巻
六
〉）。
但
し
、
成
尋
自
身
は
、
太
平
興
国
寺
南

大
門
に
て
皇
帝
出
駕
の
行
列
を
出
迎
え
、
上
元
節
の
茶
菓
を
賜
っ
た
の
み
で
、
太
平

興
国
寺
境
内
で
昼
夜
を
問
わ
ず
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
舞
楽
・
雅
楽
・
女
舞
・
童
舞
等

の
見
物
に
、
弟
子
僧
た
ち
が
連
日
詰
め
掛
け
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

　

円
仁
の
伝
え
る
蝗
害
（
前
出
）・
彗
星
（
八
三
八
年
十
月
二
十
二
・
二
十
三
日
〈
巻
一
〉、

八
四
一
年
十
一
月
一
日
・
十
二
月
八
日
〈
巻
三
〉）・
月
蝕
（
八
三
九
年
十
月
十
五
日
〈
巻
二
〉、

八
四
二
年
八
月
十
六
日
〈
巻
三
〉、
八
四
三
年
八
月
十
五
日
・
八
四
五
年
十
二
月
十
五
日
〈
巻

四
〉）・
不
審
火
（
八
四
三
年
六
月
二
十
七
|
二
十
九
日
〈
巻
三
〉）・
日
蝕
（
八
四
六
年

十
二
月
二
日
〈
巻
四
〉）
等
、
天
変
地
異
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

熙
寧
五
・
六
（
一
〇
七
二
・
七
三
）
年
は
、
災
害
に
事
欠
か
な
い
年
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
五
年
九
月
に
は
、
陝
西
鄜
延
路
華
州
少
華
山
の
阜
頭
谷
に
お
い
て
山
嶺
崩

落
が
発
生
、東
西
五
里
・
南
北
十
里
の
規
模
で
一
帯
を
押
し
潰
し
埋
め
尽
く
し
た⑪

。又
、

五
年
閏
七
月
・
十
二
月
・
六
年
四
月
等
に
報
告
さ
れ
る
河
北
諸
路
に
お
け
る
大
蝗
害

は
、
蝗
の
江
寧
府
飛
来
さ
え
見
ら
れ
た
と
い
う⑫

。

　

と
こ
ろ
が
、
恐
ら
く
は
多
忙
に
次
ぐ
多
忙
の
た
め
で
あ
ろ
う
、
山
崩
れ
も
蝗
害
も
、

成
尋
の
筆
に
昇
る
こ
と
は
一
切
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
成
尋
の
記
し
た
唯
一
の
天
変

地
異
は
、
熙
寧
六
年
四
月
一
日
の
日
蝕
で
、
皇
帝
坐
地
・
官
人
廃
務
を
伝
え
、
自
ら

は
祈
雨
を
実
行
し
た
（
三
月
三
十
日
・
四
月
一
日
〈
巻
七
・
八
〉）。
又
、
半
月
前
に
は
、

伝
法
院
居
室
に
て
、文
慧
大
師
智
普
持
参
の
「
日
蝕
大
赦
の
詔⑬

」
を
閲
覧
、例
に
拠
っ

て
、原
文
を
忠
実
に
写
し
取
っ
て
い
る（
三
月
十
六
日
）。
そ
し
て
、こ
の
日
の
成
尋
は
、

新
経
購
入
の
た
め
、
陳
詠
・
聖
秀
と
共
に
顕
聖
寺
へ
馬
を
走
ら
せ
た
（
町
の
移
動
は
、

一
疋
百
文
程
度
の
、
借
馬
が
便
利
で
あ
っ
た
〈『
東
京
夢
華
録
』
巻
四
「
雑
賃
」〉）。

３

　

成
尋
が
、
会
見
し
た
官
僚
の
服
色
を
記
す
の
は
、
や
は
り
円
仁
よ
り
の
踏
襲
で
あ

る
。
円
仁
が
、
遣
唐
使
船
の
座
礁
・
上
陸
後
、
巡
検
の
鎮
将
劉
勉
・
押
官
の
着
衣
を

紫
衣
（
八
三
八
年
七
月
九
日
〈
巻
一
〉）、
揚
州
開
元
寺
訪
問
の
、
淮
南
節
度
使
李
徳
裕

配
下
の
歩
兵
・
護
衛
官
・
騎
馬
兵
を
紫
衣
、
文
官
を
水
色
（
十
一
月
八
日
）、
同
じ
く

李
徳
裕
・
官
属
三
名
・
同
四
名
を
紫
衣
・
緋
色
・
緑
衫
（
十
一
月
十
八
日
）、
楚
州
刺
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史
主
催
送
別
会
参
加
の
遣
唐
使
節
団
判
官
以
下
を
緋
色
（
八
三
九
年
三
月
十
九
日
）、

登
州
詔
書
伝
達
式
の
、
詔
書
を
披
露
す
る
二
名
の
衙
官
を
緑
衫
（
八
四
〇
年
三
月
五
日

〈
巻
二
〉）
と
記
す
の
に
対
し
、
成
尋
は
、
台
州
庁
の
通
判
安
保
衡
を
赤
衫
（
一
〇
七
二

年
五
月
二
十
八
日
〈
巻
一
〉）、
杭
州
両
浙
転
運
司
庁
の
官
人
を
三
名
黒
衫⑭

・
一
名
緑
衫

（
八
月
二
十
二
日
〈
巻
三
〉）、
蘇
州
都
督
厳
君

を
赤
衫
（
九
月
四
日
）、
皇
帝
御
輿
前

陣
の
騎
馬
官
人
を
紫
・
赤
・
青
衫
（
一
〇
七
三
年
一
月
十
三
日
〈
巻
六
〉）、
蔡
定
斎
会

の
四
名
の
食
品
運
搬
兵
士
を
紫
衣
（
二
月
四
日
）、
伝
法
院
訪
問
の
西
蕃
人
を
紫
・
青

衫
（
三
月
三
十
日
〈
巻
七
〉）、
又
、
皇
帝
の
着
衣
を
、
延
和
殿
・
後
苑
で
赤
衫
（
十
月

二
十
二
日
〈
巻
四
〉・
三
月
二
日
〈
巻
七
〉）、
崇
政
殿
で
白
衫
と
記
し
て
い
る
（
四
月
二

日
〈
巻
八
〉）。

　
『
日
記
』
中
の
絹
が
、
貨
幣
的
に
使
用
さ
れ
る
模
様
に
つ
い
て
は
前
稿
で
触
れ
た⑮

。

又
、『
日
記
』
登
場
の
衣
料
品
が
、
五
台
山
巡
礼
行
用
の
、
毛
布
・
毛
頭
巾
・
革
手
袋
・

毛
沓
・
毛
襪
・
雨
衣
・
雨
裙
（
一
〇
七
二
年
十
月
二
十
七
・
二
十
八
日
購
入
〈
巻
四
〉）、

覆
面
料
綿
及
び
切
衣
（
十
一
月
二
十
日
、
老
女
三
名
の
志
与
〈
巻
五
〉）、
紫
皮
裘
・
羊

毛
皮
裘
・
綿
襪
（
翌
二
十
一
日
、
知
太
原
府
劉
庠
の
志
与
）、
羊
畳
（
十
二
月
十
九
・
二
十
日
、

高
平
県
十
枚
・
沢
州
十
七
枚
の
志
与
）
等
、
多
岐
に
亙
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
因

み
に
、
防
寒
具
に
は
、
宋
朝
よ
り
下
賜
さ
れ
た
、
羊
毛
畳
十
枚
・
同
十
六
枚
（
十
月

十
三
・
二
十
二
日
）、
又
、
代
州
雁
門
県
令
黄
炎
・
同
監
酒
王
上
官
よ
り
五
台
山
出
立

の
折
贈
ら
れ
た
、
石
提
子
・
焼
石
も
あ
っ
た
（
十
二
月
二
日
）。

　

日
本
か
ら
持
込
ま
れ
た
高
級
麻
織
物
か
と
思
わ
れ
る
細
布
も
、
特
徴
的
な
動
き
を

見
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
成
尋
よ
り
、
細
布
一
端
が
船
頭
呉
鋳
へ
（
一
〇
七
二
年

四
月
二
十
一
日
〈
巻
一
〉、
受
取
ら
な
か
っ
た
家
主
張
賓
へ
は
、
五
日
後
に
念
珠
一
串
が
与
え

ら
れ
て
い
る
）、
極
細
布
六
尋
が
杭
州
都
督
沈
立
の
使
者
へ
（
四
月
二
十
七
日
）、
細
布

一
端
が
天
台
山
国
清
寺
主
仲
芳
へ
（
五
月
十
五
日
、
草
鞋
一
足
と
共
に
）、
細
布
三
丈
が

行
者
禹
昌
へ
（
五
月
二
十
五
日
、
綾
二
丈
と
共
に
）、
細
布
一
端
が
仲
芳
の
弟
子
禹
珪
へ

（
同
日
）、
同
じ
く
細
布
一
端
が
太
平
興
国
寺
伝
法
院
梵
才
三
蔵
慧
詢
へ
（
十
月
三
十
日

〈
巻
四
〉、
沙
金
三
両
と
共
に
）、
そ
れ
ぞ
れ
贈
与
さ
れ
（
一
端
＝
二
丈
六
尺
、
一
尋
＝
六
尺

と
す
れ
ば
、
合
計
十
七
丈
）、
又
の
ち
に
成
尋
は
、
合
流
し
た
一
乗
房
永
智
を
通
じ
、

日
本
の
知
己
か
ら
の
細
布
二
段
（
端
）
を
受
領
し
て
い
る
（
一
〇
七
三
年
五
月
二
十
一

日
〈
巻
八
〉）。

　
「
上
紙
百
帖
」
は
、
沙
金
・
水
銀
・
絹
・
米
等
と
並
び
、
渡
海
費
用
の
一
部
を
構

成
し
て
い
た
が
（
一
〇
七
二
年
三
月
十
五
日
〈
巻
一
〉）、
こ
の
高
級
和
紙⑯

も
、
細
布
と

似
通
っ
た
動
き
を
見
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
成
尋
は
、
杭
州
で
合
計
三
四
帖
を
船

員
た
ち
に
分
与
（
四
月
二
十
二
日
、
曾
聚
・
李
二
郎
・
林

・
李
思
愷
各
三
帖
、
火
頭
男

二
帖
、
留
守
人
・
施
十
郎
各
十
帖
）、
陳
詠
に
も
三
帖
（
翌
二
十
三
日
）、
天
台
山
で
は
合

計
二
一
帖
を
懇
意
に
志
与
し
た
（
五
月
二
十
五
日
、
鴻
植
四
帖
、
良
玉
・
禹
珪
・
如
爽
各

三
帖
、
願
初
・
択
賢
・
道
新
・
元
吉
各
二
帖
）。
細
布
・
和
紙
は
、
何
れ
も
日
本
将
来
品

で
は
あ
っ
た
が
、
人
間
関
係
の
節
々
に
投
与
さ
れ
る
、
絹
よ
り
も
手
近
で
日
常
的
な

財
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。　

　

衣
料
品
に
関
す
る
成
尋
の
観
察
対
象
は
、誤
っ
た
袈
裟
の
規
格（
七
月
二
十
七
日〈
巻

二
〉）
や
、大
天
国
の
袈
裟
（
一
月
四
日
〈
巻
六
〉）、「
表
衣
、日
本
の
付
衣
の
如
し
」、「
白

練
衫
を
著
け
、
黒
裳
を
付
く
、
袖
口
に
広
き
二
寸
許
り
の
黒
絹
を
付
け
、
帯
を
用
い

ず
、
頭
に
帽
有
り
、
背
に
長
く
垂
る
」
と
記
す
道
士
の
服
装
（
五
月
七
日
・
六
月
三
日

〈
巻
一
〉）、
西
蕃
人
の
冠
帽
（
三
月
三
十
日
〈
巻
七
〉）、
上
級
騎
馬
女
官
の
覆
面
衣
（
一

月
十
五
日
〈
巻
六
〉、
弟
子
僧
か
ら
の
伝
聞
）、
呉
充
家
女
房
た
ち
志
与
の
赤
裙
・
腰
単

衫
（
三
月
二
十
一
日
〈
巻
七
〉）、
涼
し
げ
な
紫
夏
衫
・
綾
汗
衫
（
四
月
六
日
〈
巻
八
〉）

に
及
ぶ
。
だ
が
、
法
会
や
参
詣
中
、
あ
る
い
は
移
動
中
の
馬
上
か
ら
、
屢
々
眼
に
し

て
い
た
は
ず
の
、
宋
代
一
般
俗
衆
の
衣
料
に
説
き
及
ぶ
こ
と
は
遂
に
無
か
っ
た
の
で

あ
る
（
情
報
量
は
少
な
い
も
の
の
、『
東
京
夢
華
録
』
は
、
服
装
に
は
乞
丐
に
至
る
ま
で
「
規

格
」
が
あ
り
、士
農
工
商
・
職
業
別
に
各
々
守
る
べ
き
「
本
色
」
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
〈
巻

五
「
民
俗
」〉）。
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食
の
情
報
に
移
る
。
最
も
日
常
的
な
茶
（
点
茶
・
喫
茶
・
茶
湯
・
茶
薬
・
茶
菓
等
）
は
、

一
三
〇
日
間⑰

に
亙
っ
て
登
場
、
全
日
数
の
28
％
近
く
に
達
し
て
い
る
（
円
仁
の
喫
茶

日
数
は
24
、
全
五
九
九
条
の
４
％
程
度
に
過
ぎ
な
い⑱
）。
そ
し
て
、
喫
茶
の
場
に
お
け
る
、

「
点
茶
二
度
、湯
薬
一
度
」（
一
〇
七
二
年
十
二
月
五
日
〈
巻
五
〉、代
州
庁
）、「
点
茶
之
後
、

数
剋
談
話
、
又
以
好
茶
点
茶
、
次
点
湯
、
自
薬
也
」（
十
二
月
十
七
日
、
潞
州
庁
）、「
喫

茶
薬
、
喫
茶

湯
薬
」（
十
二
月
二
十
七
日
、
伝
法
院
天
吉
祥
房
、
中
天
・
大
天
国
僧
房
）、

「
中
天
新
来
二
人
来
座
、
点
茶
湯
了
、
次
大
天
国
二
人
来
座
、
点
茶
了
」（
十
二
月

二
十
九
日
、
成
尋
房
）、「
点
茶
二
度
、
湯
一
度
」（
一
〇
七
三
年
一
月
四
日
〈
巻
六
〉、
天

吉
祥
房
）、「
両
度
点
茶
、
次
湯
」（
五
月
十
八
日
〈
巻
八
〉、
秀
州
庁
）
等
、
茶
・
薬
湯
（
陳

皮
・
甘
草
等
の
成
分
は
不
明
）・
湯
を
組
み
合
わ
せ
た
独
特
の
作
法
は
、
既
に
指
摘
さ

れ
る
所
で
あ
る⑲

。
又
、
別
に
、
仕
出
し
た
楊や

ま
も
も梅

（
一
〇
七
二
年
五
月
十
四
日
〈
巻
一
〉）・

蓬
茶
（
閏
七
月
十
四
日
〈
巻
二
〉）
及
び
、
的
乳
茶
（
一
〇
七
三
年
三
月
九
日
〈
巻
七
〉）

も
供
さ
れ
て
い
た
（「
的
乳
」
は
、
宋
初
よ
り
知
ら
れ
る
、
献
上
茶
銘
柄
〈『
宣
和
北
苑
貢

茶
録
』〉、
後
苑
で
恵
浄
〈
等
覚
院
〉
よ
り
一
貼
を
手
渡
さ
れ
た
）。

　

意
外
に
乏
し
い
の
が
、
茶
器
（
茶
垸
〈
茶
碗
〉）
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
。
仏
前
を

別
に
す
れ
ば
、
台
州
で
陳
四
郎
か
ら
志
与
さ
れ
た
茶
小
器
十
口
（
一
〇
七
二
年
五
月

二
十
八
日〈
巻
一
〉）、五
台
山
か
ら
帰
路
、沢
州
高
平
県
付
近
で
購
入
さ
れ
る
茶
器（
十
二

月
十
九
日
〈
巻
五
〉）、
祈
雨
の
期
間
、
後
苑
で
借
用
し
た
茶
器
（
一
〇
七
三
年
三
月
七

日
〈
巻
七
〉）
位
で
、
こ
れ
は
陶
磁
器
自
体
が
余
り
に
一
般
的
過
ぎ
る
の
か
、
そ
れ
と

も
北
宋
時
期
、
目
を
引
く
逸
品
は
そ
れ
程
普
及
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
目

立
つ
の
は
銀
器
ば
か
り
で
あ
る
（
後
出
）。
因
み
に
、『
東
京
夢
華
録
』
に
、
銀
器
が

頻
出
す
る
こ
と
は
、
前
稿
で
も
触
れ
た⑳

。
こ
こ
で
も
、
陶
磁
器
が
明
示
さ
れ
る
こ
と

は
僅
少
で
、
白
磁
の
缸か

め

を
小
脇
に
抱
え
た
漬
物
売
り
の
子
供
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
（
巻

二
「
飲
食
果
子
」）。
成
尋
は
、
天
台
山
到
着
の
前
日
、
石
造
り
の
阿
彌
陀
仏
堂
で
茶

vol. 1 1072.04.07 越　州 糖餅「以小麦粉作菓子也 其体似餅 大三寸許 円餅 厚五分許 中入糖 其味
甘美」

4.12 蕭山県 糖餅各六枚（←林 〈甘郎〉・陳従）（同日分与）
4.15 杭　州 作飯（←李思愷）「味如日本餅淡 大如茄 頂頗細 以小麦粉・小豆・甘葛

並糖作菓子也」
糖餅十枚（←曾聚〈十郎〉）

5.21 天台山 糖餅（文法大師房）
vol. 2 6.07 ― 松花餅廿枚（←陳詠←寿昌寺子章童行）

6.17 ― 餅心・餅汁三度（食堂斎）
6.25 ― 囊餅・作飯・心餅各一坏（←中礼座主）
6.29 ― 餅（道新設）

vol. 3 9.07 常　州 糖餅十枚（←陳照寧〈都衙〉）
9.30 宿　州 糖油餅五十枚（←知州〈元居中？〉）（10.1 十八枚分与）
10.08 宋　州 饅頭廿丸（←鄭珍〈崇班〉）

vol. 5 11.26 代　州 餡五十・心餅五十・糖餅五十・作飯五十・広餅五十（←知州大卿〈李綬〉）
12.05 ― 餡五十隻・砂餡五十隻・糖油餅五百箇・素油餅五十箇・散子五箇（同

上）（同日 餡廿二箇分与→担夫 11 名）
12.07 忻　州 糖餅八十枚（←知州少卿）（12.9 分与→兵士・担夫 30 名）
12.11 太　原 糖餅五十枚・ 餡五十・心餅五十（←知府竜図〈劉庠〉）

vol. 6 1073.01.18 開　封 餅淡八切（←天吉祥〈梵義大師〉）

表Ａ　餅類
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を
振
舞
わ
れ
た
が
、口
を
付
け
な
か
っ
た
。
茶
器
が
汚
れ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
（
五

月
十
二
日
〈
巻
一
〉）。

　

一
般
食
品
に
移
る
。
先
ず
、
上
京
（
巻
三
）・
五
台
山
巡
礼
行
（
巻
五
）
の
移
動
中
、

通
過
の
諸
州
当
局
か
ら
酒
と
共
に
差
し
入
れ
ら
れ
る
機
会
も
多
い
餅
類
を
一
括
し

（
表
Ａ
〈
餅
類
〉
参
照
）、次
に
、餅
類
を
除
く
食
品
全
般
を
掲
げ
た
（
表
Ｂ
〈
食
品
全
般
〉

参
照
）。
酒
餅
の
差
し
入
れ
は
、遣
唐
使
一
行
に
も
あ
り
（
八
三
八
年
七
月
九
日
〈
巻
一
〉、

前
出
劉
勉
、
八
三
九
年
四
月
二
十
五
日
〈
巻
二
〉、
王
教
言
）、
酒
に
は
飲
料
水
の
意
も
含

ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
（
酒
の
差
し
入
れ
‥
〈
巻
三
〉
八
月
二
十
七
日
、
九
月
五
・

八
・
十
三
・
二
十
一
・
三
十
日
〔
糖
油
餅
〕、〈
巻
五
〉
十
一
月
十
九
・
二
十
一
・
二
十
六
日
〔

餡

等
〕、
十
二
月
四
・
五
〔

餡
等
〕・
七
〔
糖
餅
〕・
九
・
十
・
十
一
〔
糖
餅
等
〕・
十
七
日
）、〈
巻

八
〉
五
月
二
・
七
・
十
一
・
十
八
、六
月
十
日
）。
頻
出
す
る
酒
は
、
補ワ

イ

ン
桃
酒
（
十
月

二
十
九
・
三
十
日
〈
巻
四
〉）・
無
灰
風
麴
新
酒
（
一
〇
七
三
年
五
月
十
八
日
〈
巻
八
〉）
の

み
を
掲
げ
、
又
、
連
日
の
よ
う
に
登
場
す
る
粥
・
汁
・
飯
・
菜
・
羹
は
、
よ
り
詳
し

く
、
特
定
の
料
理
が
記
さ
れ
る
場
合
の
み
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
た
（
基
本
的
に
は
、

成
尋
が
口
に
し
た
も
の
で
、
食
材
・
調
味
料
等
は
含
ま
な
い
）。

　

円
仁
も
、
海
州
・
赤
山
・
鎮
州
の

飥
（
八
三
九
年
四
月
六
日
〈
巻
一
〉、
八
月
十
五
日
・

八
四
〇
年
四
月
二
十
一
日
〈
巻
二
〉）、
長
安
冬
至
・
歳
末
の

飩
、
立
春
の
胡
餅
、
仏

牙
供
養
の

頭
・
薄
餅
（
八
四
〇
年
十
一
月
二
十
六
日
・
十
二
月
二
十
五
日
、
八
四
一
年

一
月
六
日
、
二
月
八
日
〈
巻
三
〉）
等
を
伝
え
る
が
、
成
尋
の
記
す
餅
類
は
、
多
く
が

旅
先
で
の
簡
易
食
品
と
は
い
え
、
そ
の
種
類
も
格
段
に
豊
富
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

糖
餅
・
糖
油
餅
・
素
油
餅
・
松
花
餅
・
饅
頭
・

餡
（
酸
餡
・
酸

‥
豆
餡
入
り
精
進

饅
頭
、
砂
〈
沙
〉
餡
は
漉
し
餡
）・
散
（

）
子
・
餅
淡
（
餤
）
の
他
、
作
飯
・
心
餅
（
餅

心
）・
囊
餅
・
広
餅
等
、
文
献
に
は
見
え
な
い
名
も
数
多
い㉑

。
中
で
も
、
杭
州
・
天

台
山
・
代
州
で
登
場
、「
味
は
日
本
の
餅
の
よ
う
に
淡
く
、
茄な

す

ほ
ど
の
大
き
さ
、
先

端
は
頗
る
細
く
、
小
麦
粉
・
小あ

ず
き豆

・
甘あ

ま
ず
ら葛

・
糖
で
作
る
菓
子
」
と
解
説
さ
れ
る
作
飯

は
、
特
徴
的
な
形
状
の
割
に
極
め
て
あ
り
き
た
り
な
名
を
持
つ
一
品
で
あ
っ
た
。

　

季
節
の
果
実
（
桃
‥
八
三
八
年
七
月
十
四
日
〈
巻
一
〉、瓜
‥
八
四
一
年
五
月
十
四
日
〈
巻

三
〉）、
蜂
蜜
（
八
三
八
年
八
月
二
十
六
日
〈
巻
一
〉）、
遣
唐
使
節
団
支
給
品
（
昆
布
・

海み

る松
‥
八
三
八
年
九
月
二
十
八
日
、
糒

ほ
し
い
い

‥
八
三
九
年
四
月
十
八
日
〈
巻
一
〉）、
揚
州
開
元

寺
の
薬
粥
（
八
三
九
年
一
月
十
八
日
〈
巻
一
〉）、
赤
山
法
花
院
の
新
粟
米
飯
（
七
月
十
五

日
〈
巻
二
〉）、
黄
河
渡
し
口
の
冷
た
い
粉
粥
（
八
四
〇
年
四
月
十
一
日
〈
巻
二
〉）、
貝

州
の
楡
葉
羹
（
四
月
十
六
日
）、
山
東
半
島
内
陸
部
山
村
の
塩
茶
粟
飯
・
空
餅
冷
菜

（
八
四
五
年
八
月
十
六
日
〈
巻
四
〉）
等
、
円
仁
の
語
る
食
品
は
貧
し
く
も
慎
ま
し
い
。

片
や
成
尋
は
、
茘
子
・
桜さ

く
ら
ん
ぼ子・

甘さ
と
う
き
び蔗・

梅
子
・
竜
眼
・
胡く

る

み
桃
子
・
笋
・
楊
梅
（
前
出
）・

瓜
・
柿
・
査さ

ん
ざ
し子

・
金き

ん
か
ん橘

・
杏あ

ん
ず

及
び
、
乾

ド
ラ
イ
・
フ
ル
ー
ツ

菓
子

㉒

で
あ
る
干
柿
・
松
子
・
林
檎
・
栗
・

胡
桃
・
甘み

か
ん子

・
石ざ

く
ろ榴

・
梨
・
茘
子
・
瓜
や
、
甘
蔗
・
蓮
根
・
紫の

り苔
を
使
っ
た
菓
子
、

蜂
蜜
か
ら
、
粽ち

ま
き・

水し
ら
た
ま団
㉓

・
炙や

き
ふ
？夫

、
そ
し
て
伝
法
院
特
製
の
平
茸
・
薯や

ま
い
も蕷

・
蘿だ

い
こ
ん蔔

・

莖
立
等
を
調
理
し
た
各
種
料
理
に
は
、
乳
酪
も
加
わ
る
幅
広
さ
で
あ
っ
た㉔

。
し
か
し

な
が
ら
、
巡
礼
や
典
籍
研
究
に
明
け
暮
れ
る
成
尋
に
と
っ
て
、
食
品
の
克
明
な
リ
ス

ト
・
ア
ッ
プ
は
、
必
ず
し
も
主
眼
で
は
な
い
。
彼
は
、
料
理
や
食
品
を
緻
密
に
し
た

た
め
る
こ
と
で
、
宋
僧
と
の
交
流
の
よ
す
が
と
し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
旅
に
病
は
付
き
物
で
あ
っ
た
。
円
仁
は
、
海
難
事
故
の
末
上
陸
を
果
た
し

て
も
、
赤
痢
・
下
痢
に
悩
ま
さ
れ
（
八
三
八
年
七
月
十
三
・
二
十
四
・
二
十
五
日
〈
巻
一
〉）、

死
に
至
る
者
（
八
月
十
七
日
〈
佐
伯
金
成
〉、
八
三
九
年
二
月
二
十
日
情
報
〈
藤
原
豊
並
〉、

四
月
十
三
・
十
五
日
〈
水
手
〉、
二
十
二
日
〈
挾か

じ
と
り抄
‥
巻
二
〉、
五
月
二
日
〈
水
手
‥
死
ぬ
前
に

船
外
へ
〉、
二
十
二
日
〈
卜
部
〉）、
そ
し
て
長
安
で
八
ヶ
月
間
病
臥
し
た
、
弟
子
僧
唯

暁
の
死
を
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
八
四
三
年
七
月
二
十
五
日
〈
巻
四
〉）。
こ

れ
程
の
苛
酷
さ
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
成
尋
の
旅
も
、
病
と
服
薬
の
情
報
は
決
し
て
少

な
く
な
い
（
表
Ｃ
〈
病
と
薬
〉
参
照
）。
薬
名
「
安
元
治
気
正
元
丹
・
辰
砂
丸
・
黒
神

丸㉕

」
等
が
如
何
な
る
も
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
恩
賜
は
言
う
に
及
ば
ず
、
勾
当
御

薬
院
が
管
理
す
る
伝
法
院
で
は
、
高
齢
の
成
尋
を
気
遣
っ
て
、
高
価
な
薬
材
が
提
供

さ
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
強
行
軍
故
無
理
も
な
い
が
、
一
行
の
健
康
状
態
は
年
を
越
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表Ｂ　食品全般
vol. 1 1072.04.03 東茄山 茘子（←福州商人）「唐菓子 味如干棗 大似棗 離去上皮食之」

4.15 杭　州 桜子（←林 〈廿郎〉）「大如棗 味似 実 色又似 実」
甘蔗一枝（←陳従）「長四尺 口径一寸 節三寸五分 皆斉在之 寸切喫汁 如
未煎 極甘美也 吸取汁後去捨」

4.21 ― 桜子一裹（←陳詠〈一郎〉）
4.23 ― 干柿十果（同上）「平大白美也」
4.25 ― 茘子・梅子・松子・竜眼「味如干棗 似茘子 頗少去上皮喫之」

胡桃子実「極大 皮薄 易喫破」
甘蔗・生蓮根・紫苔（菓子）　桜子　乳粥　（宝乗寺）

5.07 越　州 笋廿本（←勅護聖禅院 教主闍梨）
vol. 2 6.12 天台山 大楊梅一桶（←如日和尚）

6.14 ― 林檎菓（←鴻植〈教主〉）「似日本青梨 味似梨」
干茸少々（同上）

6.26 ― 大熟瓜二果（←鴻実〈庫主〉）
7.03 ― 熟瓜二果（←良玉）
7.19 ― 白粽一坏・蜜一坏（←智海〈表白〉）
7.30 ― 水団・炙夫（文皓庫主斎）

vol. 3 8.08 剡　県 淡柿（←実性院院主智深長老）
9.22 泗　州 査子（←陳詠〈一郎〉）「形似木瓜 味似梨」
9.25 青陽駅 醬一坏・薑一坏・蘿蔔一坏（←梢工屑福）

vol. 4 10.14 開　封 栗一坏・松子一坏（伝法院）
10.25 ― 平茸煎物一坏（←可道〈小典座〉）
10.29 ― 補桃酒　金橘八果「大如棗 色似金 内実如小甘子 皮似甘子」

（慧賢〈少卿〉房）
10.30 ― 補桃酒一瓶子（←慧詢〈梵才三蔵〉）

vol. 5 11.20 太　原 苔二坏・胡桃一坏・椎一坏（←知府竜図〈劉庠〉）
12.26 開　封 小甘子・石榴・大梨（←慧詢〈梵才三蔵〉）
12.27 ― 薯蕷八坏（同上）

vol. 6 1073.01.06 ― 平茸煎惣大器一坏（←可道〈小典座〉）
1.14 ― 平茸乳等羹大一坏（←慧詢〈梵才三蔵〉）
1.16 ― 蘿蔔大一坏（←天吉祥〈梵義大師〉）
1.17 ― 蘿蔔大一器（同上）
1.18 ― 蘿蔔両種各一坏（同上）

平茸煎物一坏（←慧詢〈梵才三蔵〉）
1.19 ― 蘿蔔一大坏（←天吉祥〈梵義大師〉）
1.23 ― 莖立大一坏・七人小一坏（←慧詢〈梵才三蔵〉）
1.25 ― 莖立大一坏（←可道〈小典座〉）
1.27 ― 平茸煎物大一坏（同上）
2.01 ― 莖立九坏（←慧詢〈梵才三蔵〉）
2.19 ― 梨一坏・茘（子）一坏（←定照〈筆受〉）
2.21 ― 平茸調羹一坏・莖立一坏（←智普〈文慧大師〉）
2.28 ― 乳羹三坏（←慧詢〈梵才三蔵〉）
2.29 ― 平茸煎物一坏・同羹一坏（←定照〈筆受〉）

vol. 7 3.11 ― 酥七両（←宋朝〈祈雨恩賜〉）
3.15 ― 羹（乾茸等合）四坏（←慧詢〈梵才三蔵〉）
3.18 ― 乳羹四坏（同上）
3.25 ― 瓜二果（←万歳院講律鐸和尚？）

vol. 8 4.18 宿　州 杏「似梅形」
5.14 蘇　州 和布（店家で購入）
5.18 秀　州 無灰風麴新酒五瓶（←郎中〈知州呉司文？〉）
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え
急
に
悪
化
し
た
模
様
で
あ
る
。
弟
子
僧
四
名
は
疱
瘡
を
患
い
、
又
さ
す
が
の
成
尋

も
咳せ

き嗽
に
苦
し
み
、
大
相
国
寺
仏
牙
院
で
の
斎
会
を
欠
席
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

で
あ
っ
た
（
結
局
、
仏
牙
供
養
に
は
、
三
月
二
十
四
日
参
列㉖
）。

５

　

眼
前
に
点
在
し
て
い
た
萱か

や

葺
き
の
人
家
が
瓦
葺
き
に
変
わ
り
、や
が
て
視
界
に
は
、

周
密
な
家
並
み
と
無
数
の
船
、大
き
な
橋
と
朱
塗
り
の
門
が
立
ち
現
わ
れ
る（
一
〇
七
二

年
三
月
二
十
七
日
、四
月
十
三
・
十
四
日〈
巻
一
〉）。
成
尋
が
訪
れ
た
寺
刹
の
豪
華
な
内
部
、

細
部
の
装
飾
を
「
荘
厳
甚
だ
妙
、
荘
厳
不
可
思
議
」
の
語
と
共
に
感
動
的
に
描
写
し

続
け
る
の
は
、
正
に
当
『
日
記
』
の
真
骨
頂
で
あ
る
が
、
住
環
境
・
建
築
構
造
の
情

報
と
し
て
は
、
寧
ろ
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
、
四
面
石
壁
の
東
茄
山
・
泗
州
大
師
堂
（
四

月
二
日
）、
萱
葺
き
塗
り
壁
で
八
角
の
天
蓋
（
彩
色
が
施
さ
れ
、
八
角
に
縁そ

っ
て
八
寸
許

り
の
大
鏡
が
嵌
め
込
ま
れ
て
い
る
）
を
持
つ
、
天
台
山
・
恵
光
大
師
・
方
等
懺
堂
（
六

月
十
日
〈
巻
二
〉）、
あ
る
い
は
鄭
州
滎
陽
駅
の
崖
下
に
穿
た
れ
た
貧
者
の
土
屋
（
十
一

月
五
日
〈
巻
五
〉）、
沢
州
高
都
駅
の
山
岳
砦
・
住
居
（
十
日
）、
又
威
勝
軍
星

駅
・

勅
広
教
禅
院
の
「
天
井
に
数
百
の
鏡
を
入
れ
、
寝
床
ご
と
に
上
に
小
宝
殿
在
り
」
と

い
う
、
凝
っ
た
造
り
の
ベ
ッ
ド
・
ル
ー
ム
（
十
五
日
）
の
方
が
、
分
か
り
や
す
く
印

象
的
で
あ
る
。

　

円
仁
が
李
徳
裕
と
の
会
見
時
に
坐
っ
て
い
た
（
八
三
八
年
十
一
月
十
八
日
〈
巻
一
〉、

揚
州
開
元
寺
）
掎い

す子
（
倚
〈
椅
・
寄
〉
子㉗
）
は
、『
日
記
』
を
通
じ
、
比
較
的
広
範
に
登

場
す
る
。
す
な
わ
ち
、
杭
州
宝
乗
寺
礼
拝
堂
・
食
座
（
一
〇
七
二
年
四
月
二
十
五
日
〈
巻

一
〉）、
興
教
寺
大
門
前
（
二
十
九
日
）、
天
台
県
庁
（
五
月
二
十
日
）、
台
州
庁
（
二
十
八

日
）、
蘇
州
清
詔
亭
（
九
月
四
日
〈
巻
三
〉）、
報
恩
寺
講
堂
（
五
日
）、
開
封
延
和
殿
聖

主
（
十
月
二
十
二
日
〈
巻
四
〉）、
啓
聖
禅
院
大
門
（
二
十
三
日
）、
伝
法
院
中
門
（
二
十
四

日
）、
東
華
門
内
休
息
処
（
二
十
二
日
、
一
〇
七
三
年
四
月
二
日
〈
巻
八
〉）
等
、
寺
院
・

表Ｃ　病と薬
vol. 1 1072.03.19 出　航 酔臥（聖秀・心賢・長命・成尋）20・22・26 日後出

5.28 台　州 薬石（←安保衡・褚某）
vol. 2  6.07 天台山 安元治気正元丹（←国清寺主仲芳）「毎服廿丸 湯下無忌」

6.19 ― 半風（中礼座主）
7.14 ― 痢病（国清寺主仲芳）

vol. 5  11.29 五台山 薬二種（←使臣劉鐸）
12.11 ― 薬枕（←副僧正覚恵大師承鏑）

vol. 6 1073.01.20 開　封 風薬三丸（←定照〈筆受〉）
2.04 ― 疱瘡（快宗・聖秀・心賢・善久）
2.13 ― 咳嗽（成尋）
2.16 ― 辰砂丸十五粒（←慧詢〈梵才三蔵〉）「頗良薬也 一服七粒 臨非以生薑湯

呑下云々 今夜以酒服七粒了」
2.19 ― 散十六ヶ（←慧詢〈梵才三蔵〉）「分人々了」

vol. 7  3.09 ― 風薬・丹薬各一丸（←守恩〈慈照大師〉・恵浄和尚）
3.10 ― 黒神丸一裹（←守恩〈慈照大師〉）
3.11 ― 人参・茯苓・石菖蒲・天門冬各二分（←宋朝〈祈雨恩賜〉）
3.14 ― 青木香（馬兜鈴根・雲南根）（智普〈文慧大師〉・慧詢〈梵才三蔵〉談）

vol. 8 4.12 ― 小瓶子（←慧詢〈梵才三蔵〉）「服薬已了」
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官
庁
・
亭
榭
・
宮
殿
の
屋
内
あ
る
い
は
屋
外
の
其
処
彼
処
で
、
倚
子
は
用
意
さ
れ
て

い
た
（
こ
の
他
、
縄
床㉘
〈
七
月
六
日
‥
巻
二
〉・
禅
床
〈
十
一
月
二
十
八
日
‥
巻
五
〉
あ
り
）。

　

室
内
に
眼
を
遣
れ
ば
、
伝
法
院
成
尋
居
室
の
壁
に
は
、
暫
く
の
間
、
白
衣
観
音
像

が
懸
か
っ
て
い
た（
十
月
十
九
│
二
十
六
日〈
巻
四
〉、文
慧
大
師〈
智
普
〉の
好
意
に
拠
る
）。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、『
日
記
』
に
は
幾
多
の
仏
教
絵
画
（
特
に
高
僧
肖
像
画
）
が
登

場
（
太
行
山
中
、
黄
望
堠
小
堂
の
「
文
宣
王
〔
孔
子
〕
影
」
が
唯
一
の
例
外
か
〈
十
一
月
九
日
‥

巻
五
〉）、
そ
れ
は
泗
州
〔
僧
伽
〕
大
師
影
（
船
頭
曾
聚
志
与
の
刺
繍
図
像
〈
四
月
三
日
‥

巻
一
、一
〇
七
三
年
一
月
二
十
三
日
‥
巻
六
後
出
「
日
本
に
送
る
」〉、
天
台
県
国
清
寺
廨
院
に

当
大
師
影
〈
五
月
二
十
日
‥
巻
一
〉、本
拠
泗
州
普
照
王
寺
に
当
大
師
〔
四
十
二
〕
変
相
図
〈
九

月
二
十
一
日
‥
巻
三
〉）、
日
本
国
元
燈
上
人
影
像
（
天
台
山
大
慈
寺
〈
五
月
十
八
日
〉）、

傅
大
士
影
（
剡
県
実
性
院
〈
八
月
八
日
‥
巻
三
〉）、
澄
照
大
師
〔
道
宣
〕
影
（
秀
州
兜
率

院
〈
八
月
二
十
八
日
〉）、〔
日
本
国
〕
円
通
大
師
〔
寂
照
〕
影
（
蘇
州
普
門
院
〈
九
月
五
日
〉）

か
ら
、
鳩
摩
羅
什
・
玄
奘
・
慧
遠
を
始
め
と
す
る
、
錚
々
た
る
歴
代
高
僧
図
（
泗
州

普
照
王
寺
大
仏
殿
〈
九
月
二
十
一
日
〉、
揚
州
竜
興
寺
大
仏
殿
〈
一
〇
七
三
年
五
月
四
日
‥
巻

八
〉）
に
及
ぶ
。

　

筆
者
に
は
、
こ
れ
ら
は
、
絵
画
の
社
会
的
受
容
の
圧
倒
的
広
が
り
に
映
る
。
此
処

に
は
、
円
仁
が
求
め
て
已
ま
な
か
っ
た
曼
荼
羅
と
は
本
質
的
に
異
な
る
、
世
俗
的
雰

囲
気
が
仏
画
で
あ
り
な
が
ら
飄
流
し
て
い
る
。
就
中
興
味
深
い
の
は
、
も
っ
と
身
近

で
日
常
的
な
、
個
人
の
相
貌
に
迫
っ
た
肖
像
画
で
あ
ろ
う
。
天
台
山
国
清
寺
に
は
、

師
影
を
懸
け
る
清
祥
座
主
が
お
り
（
七
月
二
十
九
日
〈
巻
二
〉）、の
ち
成
尋
は
船
中
で
、

徳
嵩
大
師
所
持
、
梵
才
三
蔵
真
影
（
自
偈
）
を
、
万
感
の
思
い
で
見
詰
め
て
い
た

（
一
〇
七
三
年
四
月
十
六
日
〈
巻
八
〉）。

　
「
大
唐
（
宋
）
の
作
法
、
自
ら
の
形
像
を
図
し
、
自
房
に
懸
く
、
況
ん
や
師
の
影
像
、

皆
図
し
て
之
を
持
す
」（
三
月
二
十
三
日
〈
巻
七
〉）。
当
日
、
成
尋
は
躊
躇
い
な
が
ら

も
定
照
大
師
の
求
め
に
応
じ
、
自
ら
の
肖
像
画
を
描
か
せ
た
（
画
師
〈
定
照
大
師
行
者

画
工
〉
に
は
、
上
絹
一
疋
を
与
え
た
〈
二
十
七
日
〉）。
同
画
は
、
文
慧
大
師
執
筆
・
定
照

表Ｄ　銀器
vol. 1 1072.04.16 杭　州 置物以金銀造（店家）

4.22 ― 以銀茶器 毎人飲茶 出銭一文（盛り場）
4.26 ― 銀花盤（茶院）
4.29 ― 銀大枕・銀棹（興教寺教主宿処）
6.01 台　州 銀器筋匙（通判安保衡の斎会）
6.03 ― 銀器筋匙（知州銭暄の斎会）

vol. 3 9.21 泗　州 銀大水瓶二口 高二尺五寸許（僧伽大師真身塔） 
vol. 4 10.14 開　封 宝大銀器 盛栗一坏・松子一坏（伝法院）

10.15 ― 菓廿種 以銀器備之（慧詢〈梵才三蔵〉房）
10.20 ― 羹一坏 珍菜二坏 皆用銀器（←智普〈文慧大師〉）

銀茶器・銀花盤（同上）
10.22 ― 座銀倚子 踏銀床（延和殿聖主）

以銀器盛珍菓十坏饗（慧詢〈梵才三蔵〉房）
10.26 ― 以銀器盛珍菓八種 美菜五種 饗羹五度 茶飲五坏 銀小器也（智普〈文慧

大師〉房）
有珍菓五種 皆用銀器（慧詢〈梵才三蔵〉房）

vol. 5 11.20 太　原 珍菓廿坏 以銀盞盛之 菜十坏 同銀器（知府竜図〈劉庠〉の斎会）
vol. 6 1073.01.13 開　封 銀八角筥（上元節恩賜茶菓←宋朝）
vol. 7 3.01 ― 点茶両度 銀花盤 置銀口茶器 茶壺銀也（慧詢〈梵才三蔵〉房）

3.12 ― 銀八角筥（祈雨恩賜茶菓←宋朝）
vol. 8 4.02 ― 以銀器盛珍菓美菜 多以調備（東華門内休息処）

銀踏床（崇政殿聖主）
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大
師
揮
毫
の
讃
及
び
、
成
尋
の
由
緒
書
を
添
え
、
日
本
に
送
ら
れ
た
（
四
月
一
・
十
九

日
〈
巻
八
〉）。
墨
衣
に
身
を
包
み
、
赤
い
倚
子
に
坐
し
た
、
華
麗
な
肖
像
画
で
あ
っ

た
と
い
う㉙

。

　

先
に
一
言
し
た
如
く
、
横

す
る
器
物
は
銀
器
で
あ
っ
た
（
表
Ｄ
〈
銀
器
〉
参
照㉚
）。

枕
・
棹
（
衣
装
懸
け
）・
水
瓶
は
、
寺
院
内
の
器
物
で
あ
る
が
（
四
月
二
十
九
日
・
九
月

二
十
一
日
）、
寺
院
内
に
頻
出
す
る
こ
れ
以
外
の
装
飾
・
調
度
・
仏
具
類
は
、
一
切
こ

こ
に
加
え
て
い
な
い
。

　

宋
代
都
市
文
明
の
繁
栄
と
銀
器
使
用
の
普
及
は
、『
東
京
夢
華
録
』
に
触
れ
つ
つ

盛
ん
に
論
じ
ら
れ
て
お
り㉛

、『
日
記
』は
そ
れ
を
幅
広
く
裏
書
き
し
て
く
れ
る
。
だ
が
、

銀
器
は
果
た
し
て
器
物
で
の
み
あ
り
得
た
の
か
。
ビ
ザ
ン
ツ
銀
器
に
関
す
る
美
術
史

家
の
コ
メ
ン
ト32

を
参
照
す
れ
ば
、
銀
器
・
銀
地
金
（
鋌
・
笏
・
板
等
）
は
、
共
に
そ

の
実
存
を
異
に
す
る
こ
と
の
無
い
巨
大
な
財
貨
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
か
ね
が
ね
、

一
一
〇
一
年
、
朝
鮮
半
島
の
高
麗
が
、
銀
瓶
を
貨
幣
に
採
用
し
た
こ
と33

が
気
に
な
っ

て
い
た
。
銀
産
、
布
・
米
等
、
高
麗
独
自
の
事
情
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
「
宋
代
の

日
常
性
」
に
端
を
発
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

ブ
ロ
ー
デ
ル
は
い
う
「
貨
幣
経
済
の
表
皮
は
か
な
り
薄
い
も
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
の

原
始
的
活
動
が
、
た
が
い
に
混
ざ
り
あ
っ
た
り
、
他
の
活
動
に
立
ち
向
か
っ
た
り
し

な
が
ら
、
そ
の
表
皮
の
下
側
で
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
」、
又
「
貨
幣
生
活
は
そ
れ

ら
の
初
期
的
経
済
を
廃
絶
し
て
し
ま
わ
ず
に
、
む
し
ろ
手
近
に
あ
る
国
内
植
民
地
と

い
っ
た
恰
好
で
、
自
分
の
た
め
に
温
存
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
」
と34

。

　

銅
銭35

は
、
財
貨
を
細
分
す
る
機
能
に
卓
越
し
つ
つ
も
、
経
済
活
動
を
支
え
切
る
に

は
、
余
り
に
も
卑
俗
・
瑣
末
な
貨
幣
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
む
し
ろ
逆
に
、
銀
・
絹
を

始
め
と
す
る
洗
練
さ
れ
た
財
貨
に
、
侵
犯
さ
れ
続
け
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

開
封
の
春
、
市
民
に
解
放
さ
れ
た
金
明
池
後
苑
で
は
、
雑
沓
の
中
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
賭
け
売
り
（
関
撲
）
に
よ
っ
て
、
一
笏
（
銀
50
両
、
約
80
貫
文
）
の
元
手
で
三
十

笏
を
稼
ぐ
者
が
い
た36

。
こ
の
危
う
く
も
祝
福
さ
れ
た
光
景
は
、『
日
記
』
と
完
全
に

共
有
さ
れ
、又
円
仁
が
絶
対
に
眼
に
す
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
も
の
に
違
い
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
何
と
油
断
も
隙
も
無
い
『
日
記
』
が
遺
さ
れ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。

注①　
拙
稿
Ⅰ
「
成
尋
の
『
日
記
』
を
読
む

│
『
参
天
台
五
台
山
記
』
の
金
銭
出
納

│
」

（『
立
命
館
文
学
』
五
七
七
、二
〇
〇
二
年
）。

②　

拙
稿
Ⅱ
「
続
・
成
尋
の
『
日
記
』
を
読
む

│
『
参
天
台
五
台
山
記
』
の
人
物
群

像

│
」（『
立
命
館
文
学
』
五
八
四
、二
〇
〇
四
年
）。

③　

范
祖
禹
『
范
太
史
集
』
巻
三
九
「
天
章
閣
待
制
楊
公
墓
誌
銘
」
に
、

　
　
　

 

以
是
連
忤
執
政
、
罷
学
士
・
中
丞
二
職
、
以
翰
林
侍
読
学
士
知
鄭
州
、
未
行
、

改
亳
州
。
徙
知
応
天
府
、兼
南
京
留
守
司
事
、知
杭
州
、兼
両
浙
西
路
兵
馬
鈐
轄
。

　

と
あ
り
（『
宋
史
』
巻
三
二
二
、
略
同
）、
鄭
州
・
亳
州
転
出
は
、
熙
寧
四
（
一
〇
七
一
）

年
七
月
（『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
二
二
五
）、
応
天
府
着
任
の
時
期
は
判
明
し
な
い

が
（『
長
編
』
巻
二
四
一
で
は
、『
日
記
』
よ
り
降
る
熙
寧
五
年
十
二
月
、
既
に
孫
琳

が
知
亳
州
の
任
に
在
り
）、
熙
寧
七
年
六
月
、
陳
襄
と
入
れ
替
わ
っ
て
杭
州
へ
移
る
ま

で
（『
乾
道
臨
安
志
』
巻
三
）、
そ
の
職
に
在
っ
た
。

　
　

李
之
亮
『
宋
代
郡
守
通
考
』
シ
リ
ー
ズ
（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
一
年
）、『
宋
両
淮

大
郡
守
臣
易
替
考
』
五
八
頁
・『
北
宋
京
師
及
東
西
路
大
郡
守
臣
考
』
三
二
九
頁
・『
宋

両
浙
路
郡
守
年
表
』
一
四
頁
及
び
、
同
『
宋
代
京
朝
官
通
考
』（
巴
蜀
書
社
、

二
〇
〇
三
年
）
第
四
冊
、
二
三
│
二
四
頁
参
照
。

④　
『
乾
道
四
明
図
経
』
巻
二（
人
物
）・
巻
十
二（
進
士
題
名
記
‥
熙
寧
九
年
徐
鐸
牓
）。

な
お
、
の
ち
開
封
の
太
平
興
国
寺
伝
法
院
、
成
尋
の
居
室
を
訪
ね
た
明
州
の
挙
人
（
秀

才
及
第
人
）
汪
鎮
（
一
〇
七
三
年
二
月
十
九
日
〈
巻
六
〉）
も
、右
崇
寧
五
（
一
一
〇
六
）

年
蔡

牓
に
、
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
が
、
三
十
余
年
を
経
て
お
り
、
別

人
で
あ
ろ
う
か
。

⑤　
『〔
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
研
究
叢
刊
二
十
六
〕 

参
天
台
五
臺
山
記
の
研
究
』

（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
六
年
）。

⑥　
『〔
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所　

訳
注
シ
リ
ー
ズ
十
二
│
一
〕
参
天
台
五
臺
山
記
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上
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
）。

⑦　

以
下
、
筆
者
の
知
り
得
た
最
近
の
研
究
を
、
藤
善
氏
訳
注
書
巻
末
所
掲
分
を
除
き

列
記
す
る
。

　
　

⑴ 
汪
麗
萍
「
宋
代
の
外
国
人
宿
泊
施
設
に
つ
い
て

│
『
参
天
台
五
台
山
記
』
を

史
料
と
し
て

│
」（『〔
韓
国
外
国
語
大
学
校
日
本
研
究
所
〕
日
本
研
究
』

二
二
、二
〇
〇
四
年
）

　
　

⑵ 

│
「《
参
天
台
五
台
山
記
》
所
載
宋
人
陳
詠
軼
事
考
」（『
文
献
』
二
〇
〇
五

年
第
三
期
）

　
　

⑶
曹
家
斉
・
金
鑫
「《
参
天
台
五
台
山
記
》
中
的
駅
伝
与
牒
文
」（
同
右
第
四
期
）

　
　

⑷ 

服
部
英
雄
「
日
宋
貿
易
の
実
態 

│
『
諸
国
』
来
着
の
異
民
た
ち
と
、
チ
ャ
イ
ナ

タ
ウ
ン
『
唐
房
』
│
」（『〔
九
州
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
〕
東
ア
ジ
ア

と
日
本
│
交
流
と
変
容
│
』
二
、二
〇
〇
五
年
）

　
　

⑸ 

高
橋
弘
臣
「
成
尋
の
天
台
山
・
五
台
山
巡
礼
と
宋
朝
の
対
応
」（『
四
国
遍
路
と

世
界
の
巡
礼
│
人
的
移
動
・
交
流
と
そ
の
社
会
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
│
』
愛
媛
大

学
法
文
学
部
科
研
費
報
告
書
、
二
〇
〇
五
年
所
収
）

　
　

⑹ 

山
内
晋
次
「
９
〜
13
世
紀
の
日
中
貿
易
史
を
め
ぐ
る
日
本
史
料
」（『〔
大
阪
市
立

大
学
東
洋
史
論
叢 

別
冊
特
集
号
〕
文
献
資
料
学
の
新
た
な
可
能
性
』
科
研
費
特

定
領
域
研
究 

研
究
成
果
報
告
、
二
〇
〇
六
年
所
収
）

　
　

⑺ 

遠
藤
隆
俊
「
義
天
と
成
尋
│
11
世
紀
東
ア
ジ
ア
の
国
際
環
境
と
入
宋
僧
│
」（
同

右
）

　
　

⑻ 

齊
藤
圓
眞
「
開
封
に
お
け
る
成
尋
（
二
）

│
神
宗
帝
へ
の
朝
見

│
」（『
天

台
学
報
』
四
八
、二
〇
〇
六
年
、
同
『
天
台
入
唐
入
宋
僧
の
事
蹟
研
究
』
山
喜
房

佛
書
林
、
二
〇
〇
六
年
所
収
）

　
　

⑼ 

衣
川
強
「『

天
台
五
臺
山
記
』
訳
注
稿
（
３
）」（『
京
都
橘
大
学
研
究
紀
要
』

三
三
、二
〇
〇
七
年
‥
一
〇
七
二
年
四
月
十
七
│
二
十
八
日
収
載
）

　
　

⑽ 

曹
家
斉
「
地
方
志
と
域
外
漢
籍
‥
宋
代
馬
伝
制
度
の
深
窓
を
開
く
鍵
│
正
史
・

政
書
・
類
書
等
の
文
献
に
お
け
る
宋
代
典
章
制
度
に
関
す
る
記
載
の
限
界
性
を

兼
ね
て
論
ず
│
」（
前
掲
『
文
献
資
料
学
の
新
た
な
可
能
性
②
』
二
〇
〇
七
年
所

収
）

　
　

⑾

│
「
宋
代
交
通
史
研
究
資
料
概
説
」（
同
右
）

　
　

⑿ 

榎
本
渉
「
あ
る
一
人
の
入
宋
僧
」（
初
出
二
〇
〇
三
年
、『
ア
ジ
ア
学
の
明
日
に

む
け
て
』
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
所
収
）

⑧　

以
下
、
主
に
藤
善
氏
訳
注
書
に
拠
っ
て
、
拙
稿
の
誤
り
を
訂
正
す
る
。

　
　

拙
稿
Ⅰ

　

・
一
二
九
頁
上
段
「（
二
四
分
）」
削
除

　

・
一
五
八
頁
下
段
注
㉛
「
小
麦
粉
を
似
（
以8

）
て
」（
本
稿
表
Ａ
）

　
　

拙
稿
Ⅱ

　

・
四
三
頁
上
段
「
銀
製
」
削
除

　

・ 

四
五
頁
下
段
注
②
の
⑵
原
論
文
、
Ⅰ
一
五
四
頁
上
段
注
⑧
の
⑸
と
重
複
に
つ
き
削

除

　
　

表
Ｃ
・
人
名
索
引

　

・ 

巻
一（
一
〇
七
二
・
四
・
十
六
）問
官（
眷
属
数
多〔
‥
八
・
二
十
三
後
出 

左
蔵
都
監
〕）、

巻
三
（
八
・
二
十
三
）「
左
蔵
都
監
」
削
除

　

・ 

巻
一
（
五
・
二
十
）〔
仙
尉
（
県
尉
）
秘
書
（
閏
七
・
七
、二
十
六
〈
台
州
へ
他
出
〉

後
出
）、太
守（
知
県
趙
君
章
‥
五
・
二
十
六 

六
・
二
十
七 

七
・
二
十
一 

閏
七
・
六
、七
、

十
後
出
）〕
に
改
項

　
　

＊ 

藤
善
氏
訳
注
書
、
知
県
「
鄭
知
遠
」（
一
二
七
頁
〈
注
２
〉、
二
〇
五
頁
〈
注
２
〉）

は
不
明

　

・
巻
一
（
五
・
二
十
五
）「
元
吉
」
ス
ク
リ
ー
ン
・
ト
ー
ン
、
人
名
索
引
削
除

　

・ 

巻
一
（
五
・
二
十
七
）〔
元
表
白
（
閏
七
・
五
後
出
）〕
ス
ク
リ
ー
ン
・
ト
ー
ン
、
人

名
索
引
追
加

　

・ 

巻
一
（
五
・
二
十
八
）「
推
官
秘
書
（
孔
文
仲
？
）」
？
人
名
索
引
と
併
せ
削
除
、「
法

曹
秘
書
〔（
守
司
法
参
軍
褚
某
‥
六
・
二
、五
後
出
）〕」
ス
ク
リ
ー
ン
・
ト
ー
ン
、
人

名
索
引
追
加

　
　

＊ 

梅
原
郁
『
宋
代
司
法
制
度
研
究
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
第
一
部
・
第
二

章
「
地
方
の
司
法
行
政
㈡ 

府
州
」

　

・ 

巻
一
（
五
・
二
十
九
）「
監
酒
殿
直
〔（
高
侍
禁
‥
八
・
一
、五
後
出
）〕」
ス
ク
リ
ー
ン
・

ト
ー
ン
、
人
名
索
引
追
加
、「
監
祝
侍
禁
」
削
除

　

・
巻
一
（
六
・
二
）「
順
敢
・
永
明
？
」
↓
「
順
教
大
師
永
明
」

　

・ 
巻
二
（
六
・
七
）「
双
頂
（
僧
堂
大
炊
男
〈
童
行
〉）」
ス
ク
リ
ー
ン
・
ト
ー
ン
、
人

名
索
引
削
除
、「
双
頂
（
童
行
）」
六
・
二
十
六
、七
・
十
五
追
加

　

・ 

巻
二
（
六
・
二
十
七
）
推
官
秘
書
（
天
台
県
〔
第
二
官
人
〕
‥
五
・
二
十
六
杭
州
へ
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他
出
〔
閏
七
・
七
、十
、二
十
六
後
出
？
〕

　

・
巻
二
（
人
名
索
引
）「
鴻
実
（
庫
主
）」）
閏
七
・
十
一
追
加

　

・ 
巻
二
（
閏
七
・
十
四
）「
僧
官
」
削
除
、
巻
一
（
人
名
索
引
）「
覚
希
」
閏
七
・
十
四

追
加

　

・
巻
二
（
閏
七
・
十
八
）「
司
理
官
」
削
除

　

・ 

巻
二
（
閏
七
・
二
十
二
）
転
運
司
官
人
〔（
副
使
兪
希
旦
・
判
官
劉
彝
？
‥
閏
七
・

二
十
三
、八
・
十
二
、十
九
、二
十
二
、九
・
四
、一
〇
七
三
・
五
・
二
十
一
後
出
）〕

　
　

＊ 

李
之
亮
『
宋
代
路
分
長
官
通
考
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
三
年
）中
、

七
九
六
・
八
〇
九
・
八
四
〇
頁
、
戴
揚
本
『
北
宋
転
運
使
考
述
』（
上
海
古
籍
出
版

社
、
二
〇
〇
七
年
）
三
〇
九
頁

　

・
巻
三
（
八
・
二
十
七
）「
州
使
臣
（
司
理
参
軍
監
康
↓
守
司
理
参
軍
監
□
□
康
某
）

　

・ 

巻
三
（
九
・
四
）「
知
州
（
唐
詔
）」
削
除
、「
通
判
↓
都
督
（
厳
君

）」、
人
名
索

引
「
厳
君

（
通
判
↓
都
督
）」

　

・
巻
三
（
九
・
十
）「
応
天
（
夫8

）」

　

・ 

巻
八
（
一
〇
七
三
・
五
・
二
十
二
）「
通
判
郎
中
（
劉
直
？
↓
劉
〈
淮
夫
〉
殿
直
）」、

人
名
索
引
「
劉
直
？
↓
劉
淮
夫
（
通
判
郎
中
）」

⑨　

家
訓
・
家
書
を
用
い
て
宋
代
官
僚
の
日
常
的
心
性
を
分
析
し
た
研
究
に
、
緒
方
賢

一
「
家
訓
に
見
る
宋
代
士
人
の
日
常
倫
理
」（
宋
代
史
研
究
会
研
究
報
告
第
七
集
『
宋

代
人
の
認
識

│
相
互
性
と
日
常
空
間

│
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
年
所
収
）、
遠

藤
隆
俊
「
北
宋
士
大
夫
の
日
常
生
活
と
宗
族
」（『﹇
東
北
大
学
﹈
東
洋
史
論
集
』
九
、

二
〇
〇
三
年
）
等
が
あ
る
。

　
　

衣
・
食
・
住
を
始
め
と
す
る
日
常
生
活
全
般
を
取
り
扱
っ
た
研
究
に
、
黄
正
建
『
唐

代
衣
食
住
行
研
究
』（
首
都
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、
李
斌
城
等
『
隋
唐

五
代
社
会
生
活
史
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、C

h
arles B

en
n

, 

C
h

in
a's G

old
en
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イ
リ
ス
・
オ
リ
ー
ゴ
〔
篠
田
綾
子
訳
・
徳
橋
曜
監
修
〕『
プ
ラ
ー
ト
の
商
人

│
中
世
イ
タ
リ
ア
の
日
常
生
活
』（
白
水
社
、一
九
九
七
年
）、フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ブ
ロ
ー

デ
ル
〔
村
上
光
彦
訳
〕『
物
質
文
明
・
経
済
・
資
本
主
義
15
│
18
世
紀 

日
常
性
の
構
造
』

１
・
２
（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
五
年
）
等
が
あ
る
。

⑩　

孟
元
老
（
一
一
四
七
年
自
序
）『
東
京
夢
華
録
』
巻
六
「
元
宵
・
十
四
日
車
駕
幸
五

嶽
観
・
十
五
日
駕
詣
上
清
宮
・
十
六
日
」、
中
村
喬
教
授
『
中
国
歳
時
史
の
研
究
』（
朋

友
書
店
、
一
九
九
三
年
）、「（
正
月
）
十
五
日
の
風
習
と
燃
燈
の
俗
」（
四
九
│

一
〇
三
頁
）
参
照
。

⑪　
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
二
三
九
・
十
月
戊
寅
条
、
巻
二
四
一
・
十
二
月
丙
子
条
、『
宋

会
要
輯
稿
』
瑞
異
三
│
三
九
（
地

）、『
宋
史
』
巻
六
七
・
五
行
志
五
（
土
）、『
宋
朝

諸
臣
奏
議
』
巻
四
二
・
天
道
門
・
災
異
六
、
呂
大
防
「
上
神
宗
論
華
州
山
変
」。

⑫　

同
右
巻
二
三
六
・
閏
七
月
丙
辰
条
、
巻
二
四
一
・
十
二
月
壬
寅
条
、
巻
二
四
四
・
四

月
戊
戌
条
、
同
右
瑞
異
三
│
四
一
（
蝗
災
）、
同
右
巻
六
二
・
五
行
志
一
下
（
水
下
）。

⑬　

同
右
巻
二
四
三
・
三
月
丙
辰
条
、
同
右
瑞
異
二
│
二
（
日
食
）、
同
右
巻
五
二
・
天

文
志
五
（
日
食
）、『
宋
大
詔
令
集
』
巻
一
五
三
・
政
事
六
・
災
三
「
日
食
正
陽
徳
音
」。

成
尋
筆
写
の
末
尾
「
応
四
京
諸
州
軍
監
、
見
禁
罪
人
、
除
十
悪
外
、
其
余
死
罪
降
流
、

流
已
下
並
赦
」
は
、『
宋
会
要
輯
稿
』・『
宋
大
詔
令
集
』
で
は
割
愛
さ
れ
て
い
る
。

⑭　

黒
衫
は
、実
は
黒
紫
色
の
紫
衫
で
あ
っ
た
。
藤
善
氏
研
究
書
（
三
三
四
│
三
五
頁
）、

同
訳
注
書
（
三
〇
三
頁
、
注
２
）
を
参
照
。

⑮　

拙
稿
Ⅰ
、
一
四
二
│
四
四
頁
。
な
お
、
筆
者
が
秀
州
当
局
の
志
与
と
見
た
七
名
分

の
袈
裟
は
（
一
四
二
頁
上
段
、
一
〇
七
二
年
九
月
一
日
〈
巻
三
〉
‥
こ
れ
よ
り
先
、

八
月
十
三
日
に
も
、
越
州
よ
り
木
蓆
八
領
・
諸
僧
表
莚
が
贈
ら
れ
て
い
る
）、
藤
善
氏

訳
注
書
で
は
、
成
尋
側
の
出
費
と
解
さ
れ
て
い
る
（
三
一
六
頁
）。

⑯　

藤
善
氏
訳
注
書
（
一
〇
頁
、
注
６
、
◎
上
紙
百
帖
）
参
照
。

⑰　

霊
隠
寺
僧
徳
讃
・
明
慶
院
浴
堂
僧
・
広
教
大
師
用
和
の
茶
各
二
瓶
（
一
〇
七
二
年

五
月
二
日
・
八
月
二
十
八
日
〈
巻
一
・
三
〉）、
如
日
和
尚
の
好
茶
一
囊
（
七
月
二
十
六

日
〈
巻
二
〉）、
文
慧
大
師
智
普
の
廬
山
第
一
等
茶
一
斤
（
十
月
三
十
日
〈
巻
四
〉）、

宋
朝
の
茶
九
斤
（
一
〇
七
三
年
一
月
十
三
日
〈
巻
六
〉）
等
、
成
尋
に
対
す
る
餞
別
・

志
与
・
恩
賜
は
、
成
尋
か
ら
の
志
与
と
併
せ
て
集
計
外
、
こ
れ
に
対
し
て
、
伝
法
院

で
の
「
三
蔵
、
諸
僧
に
茶
菓
を
送
る
」（
十
月
二
十
二
日
）、「
梵
義
大
師
、
茶
を
送
る
」

（
一
〇
七
三
年
二
月
七
日
〈
巻
六
〉、
十
八
│
二
十
一
・
二
十
三
│
二
十
五
・
二
十
七
日
、

略
同
）
等
は
集
計
内
と
し
た
。
移
動
中
、
喫
茶
に
触
れ
る
機
会
は
極
端
に
少
な
い
が
、

船
中
点
茶
の
例
も
あ
り
（
一
〇
七
二
年
九
月
二
十
五
日
〈
巻
三
〉、
一
〇
七
三
年
四
月

二
十
六
日
〈
巻
八
〉）、
実
際
の
日
数
は
遙
か
に
上
回
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

⑱　

円
仁
に
対
す
る
志
与
・
餞
別
に
は
、細
茶
一
斤
（
八
三
九
年
三
月
二
十
三
日
〈
巻
一
〉、

楚
州
居
留
新
羅
人
訳
語
劉
慎
言
）、
茶
六
斤
（
八
四
〇
年
四
月
一
日
〈
巻
二
〉、
淄
青

節
度
使
韋
長
）、
団
茶
一
串
（
八
四
五
年
五
月
十
五
日
〈
巻
四
〉、
楊
敬
之
）、
蒙
頂
茶
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二
斤
・
団
茶
一
串
（
同
右
、
楊
魯
士
）
等
が
あ
っ
た
。
又
、
集
計
内
に
一
件
、「
湯
薬
・

茗
茶
」（
八
四
〇
年
三
月
二
十
三
日
〈
巻
二
〉、
淄
青
節
度
使
判
官
蕭
慶
中
宅
）
が
認

め
ら
れ
る
。
な
お
、円
仁
の
茶
を
め
ぐ
っ
て
は
、牛
致
功
「
円
仁
筆
下
的
〝
茶
〞」（『
陝

西
歴
史
博
物
館
館
刊
』
三
、一
九
九
六
年
）
が
あ
る
。

⑲　

田
中
美
佐
「
宋
代
の
喫
茶
・
喫
湯
」（『〔
関
西
大
学
〕
史
泉
』
六
六
、一
九
八
七
年
）、

藤
善
氏
訳
注
書
（
六
三
│
六
四
頁
、
注
３
〈
香
湯
〉、
一
二
七
頁
、
注
４
〈
茶
薬
〉、

一
二
八
頁
、
注
４
〈
茶
湯
〉）
等
を
参
照
。
な
お
、
宋
代
の
茶
に
つ
い
て
は
、
杭
州
の

飲
茶
一
文
（
本
稿
表
Ｄ
）
に
も
触
れ
る
、
水
野
正
明
「
宋
代
に
お
け
る
喫
茶
の
普
及

に
つ
い
て
」（
宋
代
史
研
究
会
研
究
報
告
第
二
集
『
宋
代
の
社
会
と
宗
教
』
汲
古
書
院
、

一
九
八
五
年
所
収
）、
蘇
軾
「
試
院
煎
茶
」
詩
等
を
取
り
上
げ
た
、
高
橋
忠
彦
「
宋
詩

よ
り
見
た
宋
代
の
茶
文
化
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
一
五
、一
九
九
一
年
）
が

あ
る
。

⑳　

拙
稿
Ⅰ
、
一
五
九
頁
、
注
37
。
す
な
わ
ち
、
両
人
対
坐
で
飲
む
場
合
で
も
、「
注
・

碗
一
副
、
盤
・
盞
両
副
、
菓
・
菜
楪
各
五
片
、
水
菜
椀
三
〜
五
隻
」
の
、
合
計
百
両

近
い
銀
器
を
セ
ッ
ト
で
用
い
（
巻
四
「
会
仙
酒
楼
」）、酒
屋
の
正
店
か
ら
脚
店
へ
、「
三

〜
五
百
両
」
も
の
銀
酒
器
が
貸
与
さ
れ
（
巻
五
「
民
俗
」）、
又
、
旧
宋
門
外
の
二
軒

の
カ
フ
ェ
で
は
、
冷
や
し
菓
子
等
が
す
べ
て
銀
器
で
出
さ
れ
た
と
い
う
（
巻
八
「
是

月
〈
六
月
〉
巷
陌
雑
売
」）。

㉑　

藤
善
氏
訳
注
書
（
三
四
│
三
五
頁
、
注
１
、
四
五
頁
、
注
８
〈
糖
餅
〉、
四
三
頁
、

注
１
、
◎
作
飯
、
一
七
六
頁
、
注
２
〈
松
花
餅
〉、
一
九
四
頁
、
注
３
〈
餅
心
と
餅
汁
〉、

二
〇
三
頁
、
注
１
、
◎
囊
餅
・
作
飯
・
心
餅
、
三
九
七
頁
、
注
２
〈
饅
頭
〉）
参
照
。

　
　
『
東
京
夢
華
録
』
で
は
、
巻
三
「
馬
行
街
鋪
席
」
に
燋
酸

、
巻
四
「
餅
店
」
に
糖

餅
（
油
餅
店
‥
胡
餅
店
と
並
称
さ
れ
る
）、
巻
八
「
中
元
節
」
に
花
花
油
餅
・

・

沙

之
類
が
見
え
る
。

　
　

餅
類
に
関
す
る
包
括
的
な
説
明
は
、
中
村
喬
教
授
『
宋
代
の
料
理
と
食
品
』（
中
国

芸
文
研
究
会
、
二
〇
〇
〇
年
）、
第
二
篇
・
第
二
章
「
粉
麪
食
品
」、
第
一
節
・
第
一

項
「
餅
」
類
（
二
四
四
│
九
四
頁
〈

子
は
二
八
七
頁
、
餅
餤
は
二
七
六
頁
〉）
を
参

照
。
又
、
円
仁
の

飥
・

飩
・
頭
に
つ
い
て
も
、
同
書
、
二
九
二
│
九
三
頁
（
捻

頭
）、
二
九
八
│
九
九
頁
・
三
一
一
│
一
四
頁
（

飥
）、
三
〇
九
│
一
一
頁
（

飩
）

を
参
照
。
な
お
、
閻
艶
『
唐
詩
食
品
詞
語
語
言
与
文
化
之
研
究
』（
巴
蜀
書
社
、

二
〇
〇
四
年
、

飥
〈
六
七
頁
〉）、
高
啓
安
『
唐
五
代
敦
煌
飲
食
文
化
研
究
』（
民
族

出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、

飥
〈
一
三
六
頁
〉・

飩
〈
一
五
四
頁
〉・
頭
〈
一
六
一

頁
〉
等
）
も
あ
る
。

㉒　
『
東
京
夢
華
録
』
巻
二
「
飲
食
果
子
」
に
、
乾
菓
子
四
七
品
の
リ
ス
ト
。
季
節
の
果

実
・
食
品
は
、
巻
八
「
四
月
八
日
・
端
午
・
是
月
（
六
月
）
巷
陌
雑
売
・
立
秋
・
中
秋
」、

巻
九
「
立
冬
」
で
も
触
れ
ら
れ
る
。

㉓　

中
村
教
授
『
宋
代
の
料
理
と
食
品
』、
三
五
六
│
六
一
頁
（
粽
子
）、
三
二
九
│
三
三

頁（
水
団
）を
参
照
。
な
お
、次
の
炙
夫
は
、焼
き
麩ふ

と
見
た
が
不
詳
。
吳
自
牧（
一
三
三

四
年
自
序
）『
夢
粱
録
』
巻
十
六
「
麪
食
店
」
に
、
精
進
物
と
し
て
、「
五
味

麩
・

糟
醬
焼
麩
」
が
見
え
（
梅
原
郁
訳
注
『
夢
粱
録
３

│
南
宋
臨
安
繁
昌
記
』
平
凡
社
〈
東

洋
文
庫
六
八
一
〉、
二
〇
〇
〇
年
、
一
一
三
頁
参
照
）、『
居
家
必
用
事
類
全
集
』
已
集
・

諸

法
に
、「
造
麩

法
」
が
あ
る
。

㉔　

中
村
教
授
『
宋
代
の
料
理
と
食
品
』
に
拠
れ
ば
、
元
『
居
家
必
用
』
に
「
蘿
蔔
羹
・

断
乳
羹
」（
二
〇
二
│
〇
三
頁
）、清
『
調
鼎
集
』
に
「
蘿
蔔
湯
」（
二
〇
八
│
〇
九
頁
）

が
あ
る
。

㉕　

六
六
六
品
掲
載
の
『〔
増
補
〕
太
平
恵
民
和
剤
局
方
』
十
巻
で
も
、
完
全
一
致
の
薬

名
は
検
出
出
来
な
い
。
藤
善
氏
訳
注
書
は
、
同
書
巻
五
「
金
鎖
正
元
丹
」
を
、「
安
元

治
気
正
元
丹
」に
近
似
す
る
も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ
る（
一
七
六
│
七
七
頁〈
注
４
〉）。

「
辰
砂
丸
・
黒
神
丸
」
は
、
蘇
軾
・
沈
括
『
蘇
沈
良
方
』
に
見
え
る
が
（
巻
四
「
黒
神

丸
」、
巻
八
「
黒
神
丸
・
辰
砂
丸
」）、
巻
八
は
小
児
用
で
あ
る
。

㉖　

前
注
⑨
所
掲
、
遠
藤
論
文
（
二
九
九
│
三
〇
一
頁
）
及
び
、
オ
リ
ー
ゴ
書
（
三
八
四

│
九
九
頁
〈
第
二
部
・
第
七
章 

３
医
薬
〉）
に
、
范
仲
淹
及
び
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・

ダ
テ
ィ
ー
ニ
（
一
三
三
五
？
〜
一
四
一
〇
年
）
書
簡
中
の
、
病
と
服
薬
に
関
す
る
具

体
的
情
報
が
見
え
る
。

㉗　

小
野
勝
年
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
の
研
究
』
第
一
巻
（
鈴
木
学
術
財
団
、

一
九
六
四
年
）、
二
七
六
│
七
八
頁
（
註
３
〈
掎
子
〉
‥
八
三
九
年
四
月
八
日
、
海
州

庁
で
の
事
情
聴
取
も
、
椅
子
に
坐
せ
し
め
、
執
り
行
な
わ
れ
た
）。
又
、
前
注
⑨
所
掲
、

黄
正
建
書
（
一
三
四
│
三
五
頁
〈
第
三
章
・
第
二
節
二
㈠
床
〉）、
前
注
㉑
所
掲
、
高

啓
安
書
（
二
二
七
│
五
七
頁
〈
第
六
章
・
第
二
節
「
飲
食
坐
具
」、
第
三
節
「
飲
食
坐

姿
」〉、
四
一
五
│
一
七
頁
〈
第
十
章
・
第
一
節
「〝
飲
食
胡
風
〞
内
容
」〉）、
小
泉
和

子
「
テ
ー
ブ
ル
と
腰
掛
か
ら
見
た
『
清
明
上
河
図
』」（
初
出
一
九
九
九
年
、『
清
明
上

河
図
を
よ
む
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
三
年
所
収
）
等
を
参
照
。
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㉘　

藤
善
氏
訳
注
書
（
二
一
一
頁
、
注
１
〈
縄
床
に
坐
し
睡
る
間
〉）
参
照
。

㉙　

梶
谷
亮
治
『
僧
侶
の
肖
像
』（『
日
本
の
美
術
』
三
八
八
、
至
文
堂
、
一
九
九
八
年
）、

六
五
│
六
七
頁
（
禅
僧
と
頂
相
）、
六
八
│
六
九
頁
（〔
カ
コ
ミ
〕
成
尋
と
宋
の
絵
画
）

を
参
照
。
藤
原
宗
忠
『
中
右
記
』
長
承
三
（
一
一
三
四
）
年
二
月
二
十
八
日
条
に
、「
為

訪
治
部
卿
入
道
所
悩
、
相
具
頭
弁
今
朝
入
石
蔵
、
謁
入
道
、
此
次
見
故
入
唐
成
尋
阿

闍
梨
影
像
、
絵
図
容
顔
五
十
余
人
（
六
十
余
才
？
）、
華
麗
殊
美
、
着
墨
衣
居
赤
倚
子

也
、
見
此
影
心
中
随
喜
、
晩
頭
帰
洛
」
と
あ
る
。
倚
子
は
、
写
実
と
遠
近
法
に
寄
与

し
得
る
道
具
と
も
い
え
よ
う
。
頂
相
を
め
ぐ
っ
て
は
、
厳
雅
美
「
宋
元
時
代
の
頂
相

に
関
す
る
二
三
の
問
題
」（『
京
都
美
学
美
術
史
学
』
三
、二
〇
〇
四
年
）
も
あ
る
。
な

お
、
藤
善
氏
訳
注
書
巻
末
所
掲
、
王
麗
萍
「
入
宋
僧
の
影
像
と
真
讃

│
旅
行
記
『
参

天
台
五
台
山
記
』
を
史
料
と
し
て
」（『
第
二
四
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
』

二
〇
〇
一
年
）
は
未
見
。

㉚　

藤
善
氏
訳
注
書
（
四
一
七
・
四
三
六
頁
〈
注
81
〉）
は
、「
宝
大
」（
十
月
十
四
日
）

を
誤
写
と
見
、「〔
定
照
〕
大
師
が
銀
器
に
栗
一
杯
と
松
子
一
杯
を
盛
り
、
自
分
で
將は
こ

ん
で
来
ら
れ
る
」
と
解
さ
れ
た
が
、「
宝
大
」
は
、
銀
器
（
宝
貨
）
の
造
り
・
文
様
・

大
き
さ
に
関
す
る
形
容
と
見
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
上
元
節
・
祈
雨
恩
賜

茶
菓
（
一
月
十
三
日
・
三
月
十
二
日
）
は
、
鍮
石
盞
・
鍮
石
楪
子
に
盛
ら
れ
て
い
た
。

鍮し
ん
ち
ゅ
う

石
は
、
他
に
、

　

・ 

以
新
鍮
石
盞
十
六
坏
、
餅
菓
茶
等
備
供
（
十
一
月
二
十
四
日
〈
巻
五
〉、
天
台
大
師

供
）。

　

・ 

与
鍮
石
匙
箸
各
二
具
了
（
一
〇
七
三
年
五
月
二
十
七
日
〈
巻
八
）、
劉
琨
船
頭
へ
の

志
与
）。

　

の
例
あ
り
。
降
っ
て
『
夢
粱
録
』
巻
一
「（
二
月
）
八
日
祠
山
聖
誕
」
で
は
、「
…
…

奇
花
異
果
、
珍
禽
水
族
、
精
巧
面お
め
ん作

、
諸
色
鍮
石

9

9

、
車
駕
迎
引
、
歌
叫
売
声
、
效
京

師
故
体
」、
巻
十
三
「
夜
市
」
で
は
、「
又
有
経こ
あ
き
な
い

紀
人
、
担
瑜
石

8

8

・
釘
鉸
・
金
装
架
兒
、

共
十
架
…
…
更
有
瑜
石
8

8

車や
た
い子

、
売
糖
糜
乳

澆
」
と
見
え
る
（
前
掲
梅
原
氏
訳
注
書

１
〈
東
洋
文
庫
六
七
四
〉、
六
六
頁
、
２
〈
東
洋
文
庫
六
七
六
〉、
二
八
八
頁
参
照
）。

㉛　

王
文
成
『
宋
代
白
銀
貨
幣
化
研
究
』（
雲
南
大
学
出
版
社
、二
〇
〇
一
年
）
四
三
頁
、

「
宋
代
金
銀
器
之
概
況
」（
成
都
市
文
物
考
古
研
究
所
・
彭
州
市
博
物
館
『
四
川
彭
州

宋
代
金
銀
器
窖
蔵
』
科
学
出
版
社
、二
〇
〇
三
年
、附
録
四
）
二
五
九
頁
等
。
後
者
は
、

一
九
九
三
年
出
土
、
金
器
二
七
件
・
銀
器
三
一
六
件
を
擁
す
る
、
南
宋
末
年
の
窖
蔵

文
物
に
関
連
、
二
一
七
│
二
一
頁
（
附
表
一
四
・
一
五
）
で
は
、
北
宋
11
・
南
宋
24
事

例
の
、
出
土
情
報
を
網
羅
す
る
。

32　

ラ
イ
ナ
ー
・
フ
ォ
ー
ル
コ
マ
ー
「
銀
器
に
見
ら
れ
る
技
術
的
完
成
度
や
華
や
か
な

飾
り
物
等
に
、
わ
れ
わ
れ
は
惑
わ
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
当
時
銀
器
は
、

そ
の
器
に
使
用
さ
れ
た
貴
金
属
の
重
量
で
価
値
が
定
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
今

日
と
異
な
り
、
当
時
は
労
働
力
が
非
常
に
低
く
見
積
も
ら
れ
、
製
作
品
が
た
と
え
我
々

の
目
に
高
価
な
美
術
品
と
映
っ
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
価
値
が
高
騰
す
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
無
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
見
て
、
…
…
多
く
の
作
品
に
そ

の
正
確
な
重
量
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
驚
く
に
は
当
た
ら
な
い
」（
関
隆
志
・

登
美
子
訳
「
XIII
古
代
末
期
の
銀
器
」
‥
『
ロ
シ
ア
の
秘
宝
《
特
別
展
》
ユ
ー
ラ
シ
ア

の
輝
き
』
京
都
文
化
博
物
館
・
京
都
新
聞
社
、
一
九
九
三
年
、
二
九
二
頁
）。

33　

須
川
英
徳
「
高
麗
か
ら
李
朝
初
期
に
お
け
る
諸
貨
幣

│
銭
・
銀
・
楮
貨
」（『
歴

史
評
論
』
五
一
六
、一
九
九
三
年
）
四
一
│
四
八
頁
、
李
梅
花
『
10
│
13
世
紀
宋
麗
日

文
化
交
流
研
究
』（
華
齢
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
二
三
│
三
二
、一
〇
三
│
〇
四
頁

等
を
参
照
。

34　

前
注
⑨
所
掲
、
ブ
ロ
ー
デ
ル
書
２
、一
五
八
│
五
九
頁
。

35　

夏
応
元
「『
参
天
台
五
臺
山
記
』
か
ら
見
た
成
尋
在
宋
中
の
収
入
と
待
遇
に
つ
い
て
」

（『
８
│
17
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
人
・
物
・
情
報
の
交
流
│
海
域
と
港
市

の
形
成
、
民
族
・
地
域
間
の
相
互
認
識
を
中
心
に
│
』
（上）
、
科
研
費
報
告
書
、

二
〇
〇
四
年
所
収
）に
は
、拙
稿
Ⅰ
に
対
す
る
誤
読
が
あ
る（
三
九
〇
頁〈
注
２
・
13
〉）。

今
一
度
、
拙
稿
Ⅰ
表
Ｄ
及
び
、
拙
稿
Ⅱ
表
Ａ
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

36　
『
東
京
夢
華
録
』
巻
七
「
池
苑
内
縦
人
開
撲
遊
戯
」、
入
矢
義
高
「
宋
代
市
民
生
活

の
一
側
面

│
関
撲
に
つ
い
て

│
」（『
東
洋
史
研
究
』
十
一
│
四
、一
九
五
二
年
）

参
照
。

（
本
学
非
常
勤
講
師
）


